
市政会は市民のみなさまとともに市政を推進します
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。
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　現在の学校給食センターは、開設以来既に約40年以上が経過
し、老朽化が著しくなっていることや、安全性の向上、食環境
への対応などが求められていることから、現在、新学校給食セ
ンターの建設工事を行っています。
　新センターは、６月末に完成予定で、２学期から全市立小・
中学校に給食を提供していきます。
　場所は朝日町３丁目13番地で、１日最大22,000食の給食が
提供可能です。これは、日本一の規模です。
　新センターは、衛生面に配慮した安全で安心な施設であると
ともに、美味しい給食を提供するため、手作り給食を継続する
調理機器を導入するほか、混ぜご飯や炊き込みご飯にも対応し

た炊飯施設を新たに
導入します。
　また、食材納入か
ら調理まで、独立し
たアレルギー対応調
理室を設けるなど食
物アレルギー対応を充実するほか、施設見学や試食会、調理実
習なども可能な食育に生かせる施設となります。
　平成24年の基本構想以来、市政会は新学校給食センターの建
設に賛成してきました。２学期からの子供たちの“おいしい”
笑顔が楽しみです。

　現在、建設工事中の府中駅南口第一地区、商・公・医・住一
体型の再開発ビル「ル・シーニュ」が、本年７月14日にいよい
よグランドオープンすることとなり、この中の商業施設には、
約100店舗が入居することとなっています。
　また、従前当該地区で営業していた方々が比較的多く残られ
ることも、この地区の再開発の特徴です。
　府中駅南口地区の再開発事業は、昭和57年に今回の地区と第
二及び第三地区を併せた府中駅南口地区の都市計画決定を受け
てから、35年越しの事業完了となり、府中駅南口のハード整備
が完成したことになりますが、これにあわせて、賑わいと活力

の創出や愛着が持て
る魅力あるまちづく
りに向けた地域の活
動が進められていま
す。市政会も都市計
画決定当初からご協
力させていただきま
した。
　当該事業は、地元の権利者等で組織する再開発組合が施行者
となり、地権者等の合意形成を図り進められてきましたが、こ

こまでたどり着いたのも、再開発組
合の理事長を始めとする組合員が一
丸となり、そして各権利者のご理解
とご協力があり事業が進められたも
のと実感しております。

Ｑ１　まずは、就任に当たっての抱負を聞かせてください。
Ａ１�　大役ではありますが、肩肘を張らずに自分のカラーを出

して精一杯、取り組んでまいりたいと思っております。
　　�　都庁時代に培った経験を活かし、基盤整備やまちづくり

をはじめ、所掌する行政分野の業務を少しでも前進させら
れればと考えております。

Ｑ２�　東京都ではどのようなお仕事をなさっていたのでしょう
か？

Ａ２�　都庁時代は、下水道や道路の整備、交通・物流政策のほか、
市街地再開発事業や土地区画整理事業など、所謂、面整備
事業に長く携わってまいりました。

Ｑ３�　都市整備の経験が豊富なようですが、府中市の都市整備
に関してどのように考えていますか？

Ａ３�　一言で申し上げて、市内の基盤施設はかなり整備が進ん
でいると感じています。都市計画道路で言えば、整備率が
８割超と高い水準にありますし、府中駅南口周辺の再開発
もいよいよ完成が間近に迫ってまいりました。

　　�　府中市の都市整備は、次なるステージを迎えたものと認
識しています。

Ｑ４�　西武多摩川線多磨駅・京王線分倍河原駅に関してどのよ
うに考えていますか？

Ａ４�　両駅とも、府中市の都市整備にとって大変、重要な拠点
だと考えています。

　　�　申すまでもなく、西武線の多磨駅は、目前に迫った「ラ
グビーワールドカップ２０１９」や「東京２０２０オリン

ピック・パラリンピック」の会場となる「東京スタジアム」
のアクセス駅の一つですし、分倍河原駅は、市民を含めて
多くの方々が日々利用される、ＪＲ南武線と京王線との重
要な交通結節点であります。

　　�　これら両駅を含めた周辺部の整備が重要課題と考えます。
Ｑ５�　府中市の都市整備に対して、改めて意気込みをお願いし

ます。
Ａ５�　先程も申し上げましたように、副市長という立場を過度

に意識することなく、肩肘張らずに課題と真摯に向き合い、
誠実かつ着実に都市の整備を前進させてまいりたいと考え
ています。

　　�　また、自分一人で都市の整備を進めることはできません。
市職員はもとより、多くの関係機関や市民の方々など、様々
な皆様とより密接に連携、協働させていただきながら、職
責を果たしていく所存です。

　　�　市政会の皆様方には、格別なるご指導、ご鞭撻を賜りま
すよう、お願い申し上げます。

２学期から新しい学校給食センターで給食を提供します

「ル・シーニュ」がいよいよ７月14日グランドオープン

平成29年４月１日付で土橋秀規氏が副市長として
着任されました
府中市は副市長が吉野誠氏と２人体制になります


